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4　各学年月３回以上の更新、電話等への即時対応 4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　各学年月２回以上の更新、電話等への即時対応 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　各学年月１回以上の更新、電話等への即時対応 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1  更新なし、電話等への即時対応 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　学校評価アンケート回収率90％以上達成 4　アンケート回収率90％以上

3　学校評価アンケート回収率80％以上達成 3　アンケート回収率80％以上

2 　学校評価アンケート回収率70％以上達成 2　アンケート回収率70％以上

1  学校評価アンケート回収率70％以下 1　アンケート回収率70％未満

4　全学年　年４回以上実施 4　「おおむねできた」と全教員が回答した。

3　全学年平均　年３回実施 3　80％以上が回答した。

2　全学年平均　年２回実施 2  60％以上が回答した。

1　全学年平均　年２回未満実施 1　60％未満であった。

４　資料を提示し、丁寧に説明した結果、よく理解された。 4　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答90％以上

3　おおむね理解された。 3　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答80％以上

2　あまり理解されなかった。 2　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答70％以上

1　理解されなかった。 1　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答70％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答 4　児童の80％以上が課題に対する振り返りを実施

3　教員80％以上回答 3　児童の70％以上が課題に対する振り返りを実施

2  教員60％以上回答 2　児童の60％以上が課題に対する振り返りを実施

1　教員60％未満 1  児童の60％未満が課題に対する振り返りを実施

4　「おおむねできた」と教員100％回答 4　児童の80％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

3　教員80％以上回答 3　児童の70％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

2  教員60％以上回答 2　児童の60％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

1　教員60％未満 1　児童の60％未満が自分の考えを表現し、学び合いで発言

4　児童の発言等を意識的に認めたと回答する教員80％以上
4　保護者アンケート「各教科の基礎的・基本的なことがらが身に付いてきて
いる。」との肯定的回答で80％以上

3　70％以上 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　60％以上 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　意識しなかった 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　授業に取り入れた回数が一日1回以上 4　学習効果が高まった児童が80％以上

3　週に２〜３回以上 3　学習効果が高まった児童が70％以上

2　週に１回程度 2　学習効果が高まった児童が50％以上

1　ほとんど行わなかった 1  学習効果が高まった児童が50％未満

4　学期に1回以上授業実践教員100％
4　保護者アンケート「お子さんは学校ですすんで読書をしている。」との肯
定的回答で80％以上

3　実践教員80％以上 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　実践教員60％以上。 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　実践教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答
4　保護者アンケート「学校のきまりや家庭でのきまりを守っている。」との肯
定的回答で80％以上

3　教員80％以上回答 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2  教員60％以上回答 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　「迅速に組織的に対応できた」と教員100％回答
4　保護者アンケート「学校は、いじめ防止や体罰防止に取り組み、子供の
人権を大切にしている。」との肯定的回答で80％以上

3　教員80％以上回答 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　教員60％以上回答 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1  教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　年に６回以上実施 4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　年に４回以上実施 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　年に３回以上実施 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1　実施しなかった。 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　学期に２回以上実施 4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　学期に１回実施 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2  年間１回実施 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

１　実施していない 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答
4　児童アンケート「休み時間は外で遊んだり、運動をしたりしています。」
80％以上

3　教員80％以上回答 3　児童アンケート70％以上

2  教員60％以上回答 2　児童アンケート60％以上

1　教員60％未満 1　児童アンケート50％未満

4　「おおむねできた」と教員100％が回答した。 4　保護者アンケート肯定的回答80％以上

3　80％以上が回答した。 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2  60％以上が回答した。 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　60％未満であった。 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　場面を捉え90％以上指導実施
4　保護者アンケート「交通事故防止や不審者対応などの安全意識が身に
付いている。」肯定的回答80％以上

3　場面を捉え80％以上指導実施 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　場面を捉え70％以上指導実施 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　場面を捉え指導70％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　90％以上の必要情報の理解と共通指導
4　保護者アンケート「.お子様の行動の様子や健康状態が、学校に伝わっ
ている」肯定的回答90％以上

3　80％以上の必要情報の理解と共通指導 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　70％以上の必要情報の理解と共通指導 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1　70％以下の必要情報の理解と共通指導 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

・行事や時数を見直し、研究授業
の回数を今年度同様に確保する。
・7月までに、本校にとっての「価値
ある対話」を定義し夏季休業中に
指導方法を検討、12月までに実
践・評価を行う。
・研究発表を通して教員の指導力
向上と、授業を中心においた教育
活動の充実・それを通した学力向
上を目指す。
・朝読書の充実　低学年は保護者
による読み聞かせ活動を継続する
とともに学校だよりや学年だよりで
も知らせて読書に関する意識を高
める。高学年は、児童朝会のない
朝学習の時間を読書として確保す
る。学年だより、学校だよりを通し
て保護者意識を高める。
・読書旬間を設定し、図書委員会
から読書の楽しさを知らせる活動
を行う。

重点目標の成果と課題
成果　指導事項に沿ったねらいと、児童への即時評価、学びに向かう意欲や思考力を高めるための価値ある対話に向けた研究協議を継続することで教員の授業改善への意識が高まっている。他者と学び合うことで児童がより考
え、学ぶ価値や楽しさを実感できる授業を全教職員が目指している。国語科だけでなく、他教科の授業にも波及している。また、児童や保護者の回答も概ね良好。
課題　確かな学力に関わる保護者自由意見回答の２割が否定的意見（ナビマでの宿題や指導の一貫性等）。学校運営協議会でも町田市教育委員会の支援を受け、学習環境改善に取り組んでほしいとの要望あり。自分の考えを
伝えられない児童が２０％。児童が互いの考えを伝え合えるよう、学習の手だてを考え、実践していく。

学校関係者評価の評価基準について
A⇒　取組・成果ともに十分評価できる
B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

A

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推
進する。
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4

B

・昨年度　体力テストの結果を踏まえた指導
という点で課題が残ったため、今年度は体
育部を中心に、体育の授業に取り入れられ
るように学年委声をかけ、保護者にも学年
だよりを通して知らせた。マラソンやレンジ
や縄跳びチャレンジなど、感染症対策中に
はできなかった活動も始まっている。しか
し、休み時間に外で積極的に遊ぶと回答し
た児童は７０％台にとどまっており、次年度
も継続して取り組む必要がある。
・給食は、食べる速さ、好き嫌いの指導の難
しさやアレルギーへの対応など、職員は難し
さを感じている。栄養と健康　という知識の
習得と給食の時間の具体的な行動とを分
け、保護者と連携して取り組む必要があ
る。・不審者情報、交通安全については迅
速に対応した。児童の健康状態についての
保護者との連絡はほぼその日のうちにでき
ている。より一層迅速に対応する。

・体力テストの結果を踏まえた体育
の授業の取り組みを継続する。
・縄跳びチャレンジ、マラソンチャレ
ンジを継続する。
・熱中症の心配のある季節に、休
み時間室内で過ごすという習慣が
つくため、特に春や秋には積極的
に外遊びをするよう担任からも声
掛けをする。
・食に関する個別の対応について
保護者と連絡をとり、アレルギーだ
けでなく好き嫌いやそれに対する
支援や指導について共有する。
・児童に関する情報を得たときの
職員間の共有、保護者への直接
連絡を徹底する。

・「学校はいじめ防止や体罰防止に取り組
み子供の人権を大切にしている」設問に対
し「わからない」という回答が４７名に達して
いる。これを除いて集計すると肯定的評価
は90％を超える。道徳地区公開講座や保護
者会を通していじめ防止や人権に関する取
り組みを引き続き伝えていく必要がある。・
保護者からの自由記述評価では、迅速な対
応に感謝する、担任との関わりが児童の救
いになっている、管理職との風通しがよい、
という記述がある反面、いじめや暴力をなく
してほしい、もっと子供にかかわってほしい
という要望もあった。児童が自分で解決する
力を養いたいという保護者もあり、一つ一つ
のケースについて個別に最善を尽くす必要
がある。

74.7

81.5

D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

グーグルフォームと紙面配布を併用活用し、学
校評価・アンケートの回収率向上に努める。

B

コミュニティ・スクールを活用し、地域の教材化
や外部人材の活用を積極的に推進し、地域と
の交流や地域を生かした教育活動を充実させ
る。

令和5年3月31日
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目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

学校からの迅速で効果
的な情報発信と受信・共
有を行い、教育活動へ
の理解を求める。

学校だより等の掲載、学校公開や保護者会等
の予定や方法の発信などホームページの更新
をする。緊急メールの活用と問い合わせへの
即時対応に努める。

A

B

TETORUの導入により、学校と保護者の連絡がスムーズになり、地域との情報共有も促進さ
れた。地域協働活動においても保護者の参加人数が増えた。また、テトルの導入によりペー
パーレス化が進み、情報の配信もスムーズになった。一方、アンケート結果からは、情報を
受信しない保護者も存在することが分かった。アンケート内容からは、保護者の思いや感謝
の気持ちが伝わってきました。体験活動の企画・実践も活発になり、反省点もあったが、先
生方との情報交換は有意義な時間だった。学校からの情報発信の努力は高く評価できる。ア
プリの導入により、学校と地域社会の連絡や情報収集が早くなり、地域の協力を得て子供た
ちの教育活動も充実している。年４回以上の活用を希望する。

学校教育目標  　　心豊かにたくましく、伝え合い、認め合い、学び合う子供の育成

○目指す学校像・・・・・・・・①どの子供も明るく、楽しく、支え合い、学び合い、明日の登校を待ち望む学校　②保護者・地域から信頼され、安心して子供を通
わせたくなる学校　③教職員が教育に対する夢と使命感をもち、子供一人一人の成長を喜び合えるチームの学校
○目指す児童・生徒像・・・①深く学ぶ子　みんなと協力し、自ら学び、伝える力を高め、活用力のある学力を確実に身に付けた子　②一人一人の違い、人間
の多様性を認め、思いやりの心と行動力をもち合わせた心豊かな子　③命を大切にし、健康で安全な生活を心掛け、体力の向上に努める心身ともに健康で
たくましい子
○目指す教師像・・・・・・・①子供の成長を期待し、自らの資質向上に努める教師　②学校教育目標達成のために組織的に尽力する教師　③家庭・地域との

学校経営の重点　児童の学ぶ意欲を高め、児童が共に伝え合い、高め合い、共に学ぶことにより、他者と学ぶ価値や楽しさを実感できる授業をつくる。国語科を中心とした基礎的な学力の向上を目指す。

・町田市で取り入れた学校保護者通信アプ
リを市内では最速で取り入れ、定着を図っ
た。登録できない家庭には担任が粘り強く
連絡し、12月には登録者が100％となった。
これまでPTAは利便性から学校とは別の
メール配信をしていたが、今後同じシステム
で行いたいという申し出があり準備中。・VC
の尽力と昨年度までの繋がりから外部指導
者との繋った学習が継続的に行えている。
保護者アンケートの自由記述では、ゲスト
ティーチャーを招いての体験型学習につい
て肯定的意見が寄せられている。
・GoogleFormを利用したアンケートが定着し
ている。配信が簡易であり便利だが毎回の
アンケートが負担であるという意見もあっ
た。

・学校ホームページ及び連絡用ア
プリの活用を継続する。
・PTAの聯格をアプリで行う
・外部指導者とつながった学習活
動計測的に行う。
・アンケートは任意であること、及
び年度末評価の保護者アンケート
は次年度の計画に必要であること
をその都度丁寧に説明する。

豊
か
な
心
の
涵
養

年６回以上いじめに関する授業を実施する。 A

A

A

B

A

A

A

A

A
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A

96.2

地域の環境及び人材を
生かした体験的活動を
企画し、実施する。

A

町田市「授業をデザイン
する８つの取組」から、
「価値ある対話の共有」
「振り返りの設定」を具現
化した授業づくりをする。

学校運営協議会において、資料を示して児童
の活動や変容等を具体的に説明して、共通理
解を図る。

B

２０２３年度　町田市立町田第六小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

昨年は漢字の宿題がナビマで出されていたが、今年は紙に戻ったことで定着感が増した。学
校公開日では、自分の意見を認められていると感じる子どもたちが積極的に手を挙げてい
た。６年生の家庭科調理実習では、自分で考え行動し、仲間と対話しながら学ぶ姿勢をみん
なが身に付けていることに感銘を受けた。ICTの活用については、保護者から疑問の声があ
り、電卓を使って計算する子どもたちもいる。デジタルネイティブな子どもたちにはICTを積
極的に活用させず、アナログ的な学びを経験させ、情報の正しさを判断する力を身に付けさ
せたいと思う。授業で自分の考えを伝えられない児童が約２０％いる。宿題や家庭学習、読
書に関しても約２０％ができていない評価だった。校内授業研究会では、細川先生の洞察力
や先生同士の意見交換が活発であった。学習の基礎となる読む力の育成に取り組んでいる校
内努力を評価する。保護者の意見からは、児童の学習環境への対応が課題であることが分か
る。学校内での課題には全校体制で取り組んでいることを評価し、学習環境改善に取り組ん
でほしい。今年度の学習面では、先生方の授業が工夫されており、取組や成果が進んでいる
と思われる。低学年の保護者が読み聞かせをしていることも良いことであり、続けてほし
い。

いじめに関する授業の増加により、子どもたちの意識が変わってきたと感じる。保護者とし
ても、この対策に安心している。学年を問わず、大きな声で挨拶する子どもたちが多く、ト
ラブルがあっても先生方が真摯に向き合って話を聞いてくれると感じる。校庭遊びでは、学
年を超えて交流し、高学年が低学年を気遣って声をかける様子が見受けられる。子ども同士
のトラブルにも周りの子どもたちが仲裁に入り、やさしい言葉でなだめる様子が見られる。
学校では集団になじめない子や問題行動のある子にも、先生方が全員で連携して対応してい
ることが、子どもたちの心の成長に良い影響を与えていると思う。学校に訪れると、ほとん
どの児童が挨拶を返してくれる。児童の申告でも、挨拶やルールが守れない子は約7〜8％だ
と答えている。先生方は道徳の授業などを通じていじめ問題に取り組み、子どもたちの変化
に敏感に気付き、迅速に対応している。六小の児童はやまばと学級との交流を通じて多様性
を認め、偏見なく自然に生活しているため、中学生になってもいじめや問題行動を起こす子
はいないと感じる。学校の試みは、児童が家庭・地域・社会との触れ合いの機会を増やすこ
とに役立っていると評価されている。また、コロナ感染対策下での学校行事の実施は、学校
行事の在り方を見直すきっかけとなり、児童の心の涵養に役立つ教育活動となることを期待
している。学校は児童の安全と安心な学校生活を保証する意識が高く評価されている。道徳
教育を通じていじめに関する指導を上手に行っている先生方に加えて、保護者からも良い結
果が得られている。学年関係なく話したり遊んだりすることで、豊かな心が育まれていると
感じる。挨拶も以前より自然になってきた子どもたちが多くなったと思う。

マット運動の授業でクロムブックを使ってお互いに撮影してフォームを確認するのはとても
良いと思った。休み時間も先生方が率先して外に出て全力で遊んでくれるので、外遊びに興
味がなかった子どもも外に出るようになった。引き続きお願いしたい。 温暖化で夏場の熱中
症リスクが高まりプール開放等、夏に外で体を動かす機会が制限されることがこどもたちの
体力低下の要因のひとつになっていると。 「休み時間の外遊びや運動」ができていない児童
は、４～6年生に５０～６０％居ることが分かった。「早寝、早起き」「学校の様子を話さな
い」児童は、２０％前後居ました。学校だけでなく家庭でも、改善の余地があるようだ。 放
課後まちともで学童の児童大勢で楽しそうにドッジボールをしている様子をよく見る。下校
時通学路を守らずに帰っている児童を複数見かける。（注意します）（Eテレ情報）不審者か
ら身を守る方法として日頃から鬼ごっこやかくれんぼ「だるまさんがころんだ」などで遊ぶ
ことは理にかなっているそうだ。２０分休みなどでそんな簡単で楽しい遊びがもっとできた
ら良い。 コロナ下の生活による影響である児童の運動不足生活の改善への工夫・指導を期待
したい。校内の安全・安心環境への配慮・指導は評価したい。用務主事の職務に当たる姿
勢、特に、来客者への対応姿勢や児童と向き合う姿勢は高く評価したい。地域の協力で守ら
れている児童の登下校時の安全・安心や用務さんによる校内の快適な環境保全努力について
も全保護者が認識するよう情報発信することを進言したい。 コロナ禍も落ち着き、少しでも
休み時間を利用して外で遊ぶ子供たちが少しだけ多くなったように見受けられる。また町六
まつりでも体育館で軽い運動ゲームなど楽しそうにやっている子供たちが多かったので、丈
夫な身体作りになっているのではと思う。学校での給食は栄養バランスも良いので、なるべ
く残さないよう指導をし、子供たちの成長には外で遊ぶこととバランス良い栄養をとること
が成長に大事という認識を教えることがよい。

B

A

B

国語指導力の向上のた
め、校内研究を基盤とし
て、言語能力を高める指
導を推進し、基礎的・基
本的知識及び技能の確
実な習得・徹底を図る。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

学習規律を確立し、ノートの作り方、発言のさ
せ方や板書等を共通理解し、授業実践に努め
る。

読むことの学習を中心に、自分の思いや考え
を他者に伝える学習活動を取り入れた授業を
設定する。

授業の中で、教育活動のねらいや指導事項に
沿った児童の発言等の認め合いや振り返りを
意識的に行う授業づくりをする。

発表や話し合い、協働での意見整理、協働制
作などを通して、友達と考えを共有し、自分の
考えを広げさせる活動を取り入れた授業づくり

をする。

図書館指導員等との連携も含め、図書館の有
効活用を図り、児童が本に触れる機会を増や
し、学習意欲、学習効果を高める授業を行う。

校内の安全な生活環境
を整え、自分を守り、相
手を守る安全教育の実
施と危機管理体制を確
立する。

遊びのルール、校内の廊下・階段の歩行、通
学路の歩行など、学校のきまりを守る姿勢を身
に付けさせる。

児童の心身の安全・安心を保障するための危
機管理情報（健康・問題行動・安全管理情報
等）を校内で共有し、共通指導の徹底を図る。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

小中一貫の教育の視点
に立った生活指導の充
実により、社会のルール
や学校の決まりを守ろう
とする意識を高める。

町六スタンダードの定着のため、全学級、全校
体制での指導に全教員で取り組み、指導の徹
底を図る。

月１回「心のアンケート」実施や日常の観察・カ
ウンセリングを通して、児童の悩みを捉え、いじ
め対応チームなど、校内組織を活用し、迅速に
対応して早期解決を図る。

道徳教育や学級を中心
とした様々な人との関わ
りを充実させる活動を通
して、豊かな心を育む。

様々な人との関わりをもち、集団のきまりを守
り、仲間として協力する態度を育むために、異
学年交流であるなかよしタイムや特別支援学
級との交流を計画的に実施する。

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

A

B

B

A

B

A

90.5

児童の実態や体力テストの結果分析を生かし
た体育科の授業や体育的行事、休み時間など
の機会を通して、運動の日常化を図る。

95.2

3.1 B

4 A

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成果と課題、改善点について協議する。

3

3

4

3

88.9

3

・いじめ防止・体罰防止の取り組み
を年度当初の保護者会や学校だ
よりで広報する。
・学年で取り組んだ人権学習につ
いて学年だよりで保護者に知らせ
る。
・こころのアンケートでの訴え、職
員の気付き、保護者からの情報が
あった時点で即座に職員間で共
有、対応することを徹底。保護者
からの情報は知らされた時点で直
接電話をして即時対応する。

B

B

92.8

89.9

100

100

83

88.9

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要

B

A

B

B82.4

B

A 79

83.2

83.3

89.9

85.7

77.3

77.3

　成果指標評価基準

・町田市研究指定校1年目　学校行事の精
選を行い、授業研修に重点をおいた年間計
画を遂行した。指導事項に沿ったねらいと、
児童への即時評価、学びに向かう意欲や思
考力を高めるための価値ある対話に向けた
研究協議を継続することで教員の意識が高
まっている。児童や保護者の回答も概ね良
好であった。
・研究のテーマである価値ある対話の定義
を明らかにし、それにそった実践検証は次
年度に継続する。
・図書指導員と連携した学習を教員が意識
して行った。また、研究主任を中心に読書に
ついての意識を高めるための研修を行って
いる。低学年では指導員による読み聞かせ
が継続されており、今年度からは保護者に
よる読み聞かせの活動も復活している。取
り組みは年度当初の計画度通りにすすんで
るが、保護者のアンケートでは肯定的評価
が60％以下になっている。全回答数のうち
30名が「わからない」と答えていることも特
徴的である。（児童の肯定的評価は75.8％
で保護者評価との乖離がある）

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


